




0日時 平成 15年 12月 5日（金）第 1校時





























































































































2 「附属三原学園の CM を作ろう J
。日時平成 15年 12月 5日（金） 第 3校時
O学 級 小学校第 6学年 11学級 3 7名
。場所小学校家庭科室




















15年 11月 5日実施 37名），「マルチメディアの学習を楽しみにしている J18人，
「ふつう」 16 人でほとんどの子がこの学習について肯定的に考えていることが分か




に関しては， fデジタルカメラを使って写真を撮ることができる J31 人，「デジタル







































すことで， CMの時間が約 15秒くらいだということ 画面（カット）で構成されて












oc M作品は，約 30秒 6カット




















































図 3 p Cを使った映像編集（授業後）














































かったということがあった。 1グループが 8～ 10 人では，どうしても遊んでしまう
子が出るであろう。これも カメラやコンピュータの数が不足しているためである。








0 13時平成 15年 9月 30日（火）
自由に遊ぶ時間・まとまった活動の時間
O学級 きく組（ 5歳児） 3 2名
。場所 園庭・保育室・保育室の裏庭





































①友だちに 自分の思いを伝えたり 友だちの思いに気付き 受け入れようとした
りすることができるようになる。
②五感を使って，いろいろな情報をしっかり感じ取りながら，その特性に親しむ。
この 2つのカをさらに次のように捉え 実践を行っていった。
0 友だちに驚きや発見を伝えたり 友だちの驚きや発見を受け入れたりしようとす
ることがで、きる
影絵遊びは，すべての子どもたちにとって大変興味深いことであった。立体的な
ものに光をあてることによって，それが平面的な影となって映し出される。その
影は，実物とは全く違ったものに映し出され，多くの子どもたちにとって大きな
驚きであった。このように子どもたちにとって興味深い事柄を保育者が意図的に
取り上げることによって，子どもたちはたくさんの言葉のやりとり，すなわち情
報伝達をすることができた。このように友だちに驚きや発見を伝えたり，友だち
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の驚きや発見を受け入れたりするという人とのかかわりは，幼児期だからこそ大
切にしていきたい。また幼児期に人とのかかわりを深めていくことが，小学校低
学年の「情報の大切さを知るとともに，相手の気持ちを考えて活動できるように
なる Jカの基礎になると捉えている。
0 光と影から生じるいろいろな情報をしっかり感じ取りながら，その特性に親しむ。
この事例で子どもたちは，光と影の特性について 自然の太陽の光を通してたく
さんの気付きや再認識をした。まず影が映る場所を探す活動を入れたことで，「太
陽の光があたるところで影ができる j「太陽の光があたらないところでは影ができ
ない j というこつの違いについて気付くことができた。この現象については，ほ
とんどの子どもが今までの経験を通して感じ取っていたようだが 友だちとのや
りとりの中で そのことを改めて再認識したようであった。
次に，立体的に作っていた冠は，実物を見ると冠そのものなのだが，上や横など
さまざまな角度から光をあてると，影の形が変化して様々なものに見えた。つま
り，一つのものであっても 光を対象のどこからあてるかによって 受け手の感
じ方が全く違っていた。たとえ元は同じものであっても光によって映し出された
影という情報を通して 様々な受け取り方があることを子どもたちは感じること
ができた。
また，「どうして冠なのに，影になると， ドーナツに見えたり，草に見えたりする
んだろうね？」という不思議に感じる気持ちが子どもたちの間に起こった。幼児
期では，このようにある情報に対して，不思議だと感じる気持ちを持つことを大
切にしていきたいと考えている。幼児期に，身近な情報を敏感に感じ取りながら，
情報の特性に親しむ体験を積み重ねることが いずれ小学校低学年での「いろい
ろな情報があることと情報の大切さが分かる Jカにつながると捉えている。
今回，子どもたちの発見を意図的に取り上げたことで，子どもたちが普段してい
る自然発生的な遊びの中にも，いろいろな情報があり，その情報にはそれぞれに
特性があることに気付くことができた。今後は，子どもたちの遊びの中にあるこ
のようないろいろな情報に子どもたちが触れ その特性をしっかり捉えられるよ
うな活動を考えていきたい。
-36-
